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現状値
目標値

【 令和7年度】

①
鉄道輸送密度

室蘭線： 388人/日
日高線： 528人/日
（ 令和元年度）

室蘭線： 439人/日
日高線： 528人/日

JRアクショ ンプラン
における輸送密度

室蘭線：
日高線：

【 令和５年度（ 参考） 】
室蘭線： 325人/日
日高線： 390人/日

【 事業評価】
・ 北海道鉄道フェスティ バルブース出展協力（ R6. 9. 21）
・ JRひとめぐり号イベント への協力（ R6. 10. 14）
・ JR日高線モニター事業の実施(R6. 12-R7. 1)
・ カムイサウルス復興ト レイン企画(R7. 1-2)
・ 広報誌やSNSでの利用促進、 イベント 情報の発信
・ 沿線自治体イベント を掲載した公共交通利用促進ポスター作成、 掲出《 4回》

【 次年度に向けた取組】
・ 沿線自治体及びJR、 北海道と協力した実証事業の取組
・ JRひとめぐり号イベント への協力（ R7. 10月頃予定）
・ 広報誌やSNSでの利用促進、 イベント 情報の発信
・ JRヘルシーウォーキング開催の協力
・ 沿線自治体イベント を掲載した公共交通利用促進ポスター作成、 掲出

②
路線バスへの路線
補助額

56, 195千円
（ 令和元年度）

56, 195千円以内 補助実績

広域： 34, 093千円
市独自： 72, 287千円
合計： 106, 380千円

【 令和５年度（ 参考） 】
広域： 59, 538千円
市独自： 55, 460千円
合計： 114, 998千円

【 事業評価】
・ 市内路線バスを運行する道南バス㈱に対し、 公共交通路線維持費補助金（ 額は左記
のとおり） を交付

※　 　 コロナ禍からの利用者回復により前年度比8, 618千円減少
・ ギャラリーバスの運行（ R6. 12月 苫小牧総合経済高等学校及び苫小牧看護専門学校
の学生によるメリークリスバス装飾）

【 次年度に向けた取組】
・ バスの乗り方動画の放映(継続）
・ ギャラリーバスの運行
・ バスロケーショ ンシステム「 バスキタ！道南」 及び運行表示ディ スプレイ「 デジタ
ルサイネージ」 の周知（ 広報誌、 SNS）

③
路線バス実車走行
㎞当たり利用者数

1. 17人/㎞
（ 令和元年度）

1. 17人/㎞
市内路線バス輸送実
績（ 路線バス利用者
数÷実車走行㎞）

利用者数：
実写走行km：
km当たり利用者数：

【 令和５年度（ 参考） 】
利用者数： 2, 210, 373人
実車走行㎞： 1, 912, 095㎞
㎞当たり利用者数： 1. 16人/㎞

【 事業評価】
・ 市内路線バス通学定期券補助（ R5. 12～）
・ 広報誌等を利用したバスの安全性や利用促進に関する周知
・ 自動運転バスの夏季（ R6. 9. 7～9. 8） 及び冬季実証運行（ R6. 12. 5～R7. 2. 16）

【 次年度に向けた取組】
・ 市内路線バス通学定期券補助（ 継続）
・ 広報誌等を利用したバスの安全性や利用促進に関する周知（ 継続）

④
とこバス・ 樽前
ハッピー号1便当た
り平均乗車人数

とこバス： 2. 2人
ハッピー号： 5. 2人
（ 令和元年度）

とこバス： 2. 7人
ハッピー号： 5. 7人

運行実績（ 利用者数
÷運行便数）

とこバス： 2. 7人
ハッピー号： 3. 4人

【 令和５年度（ 参考） 】
とこバス： 2. 3人
ハッピー号： 2. 9人

【 事業評価】
・ とこバスの運行実績は、 横ばいで推移
・ ハッピー号の運行実績は、 樽前小学校の特認児童数の減少により、 減少

【 次年度に向けた取組】
・ 利便性向上につなげることを目的としたアンケート 調査の実施

「 苫小牧市地域公共交通計画」 の事業評価（ 案） （ 令和６ 年４ 月～令和７ 年３ 月）

目標

① ④【 目標１】 利用促進と利便性向上　 （ 施策 ～ ）

指標

備考事業評価（ 令和6年度） ／次年度に向けた取組（ 令和7年度）
実績

【 令和６年度】
調査方法目標を達成するための取組

①施策 　 JR利用促進事業
②施策 　 公共交通路線維持費補助事業
③施策 　 決済のキャッシュレス化
④施策 　 車両のバリアフリー化

⑤施策 　 東西の基幹交通軸におけるバス路線の効率化
⑥施策 　 需要に合わせた運行本数の調整
⑦施策 　 バス停留所の改善
⑧施策 　 植苗・ 美沢地区コミ ュニティ バス（ とこバス） 運行事業
⑨施策 　 樽前予約運行型バス（ 樽前ハッピー号） 運行事業
⑩施策 　 新たなモビリティ サービスの導入に関する調査研究
⑪施策 　 障がい者・ 高齢者等の通院手段の確保（ 福祉有償運送）
⑫施策 　 遠隔地への通学手段の確保（ スクールバスなど）

⑤ ⑫【 目標２】 将来都市構造に対応した持続可能な公共交通網の形成　 （ 施策 ～ ）

実績集計中。

今後の協議会で報告。

実績集計中。

今後の協議会で報告。
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現状値
目標値

【 令和7年度】

「 苫小牧市地域公共交通計画」 の事業評価（ 案） （ 令和６ 年４ 月～令和７ 年３ 月）

目標

指標

備考事業評価（ 令和6年度） ／次年度に向けた取組（ 令和7年度）
実績

【 令和６年度】
調査方法目標を達成するための取組

⑤
各生活拠点におけ
るバス待合整備箇
所数

0箇所
（ 令和2年度）

4箇所

⑬施策 　 苫小牧駅の駅前広場及び駅周辺の一体的な再整備の実施
⑭施策 　 苫小牧駅と各地区の拠点を結ぶバス路線の充実
⑮施策 　 待合施設の整備
⑯施策 　 公共施設・ 商業施設等の屋内バス待合整備
⑰施策 　 乗り継ぎ利便のためのダイヤ調整
⑱施策 　 乗り継ぎ割引

整備箇所数

11箇所

【 令和５年度（ 参考） 】
５ 箇所

【 事業評価】
・ バス待合所修繕及び整備を2か所実施

※　 　 錦岡三郡バス待合所撤去
  ※ 　 沼ノ端駅南口のデジタルサイネージモニターが損傷したため、
    新規モニターに交換（ 合計市内設置台数13か所）
・ ファミ リーマート 苫小牧春日町店と苫小牧住吉店にバス待合としての活用の許可を
いただいた
・ 市内５カ所のバス停留所にソーラーパネル式電灯を設置
・ 苫信西支店前と日新３ 丁目のバス停付近にベンチを設置
【 次年度に向けた取組】
・ 停留所付近のファミ リーマート 等の店舗にバス待合所機能としての利用協力を要請
（ 継続）
・ バス待合所修繕及び整備（ 継続）
・ バス停留所にソーラーパネル式電灯を設置（ 継続）

⑥
公共交通利用講習
開催回数・ 参加者
数

1回・ 20名
（ 令和元年度）

5回・ 100名
講習開催回数・ 参加
者数

２ 回・ 約230名

【 令和５年度（ 参考） 】
４ 回・ 約60名

【 事業評価】
・ バスの乗り方教室の開催（ 2回）

※　 　 たるまえサンフェスティ バル、 南包括支援センター

【 次年度に向けた取組】
・ バスの乗り方教室の開催（ 継続）

⑦
市内公共交通の市
民満足度

46. 4％
（ 平成28年度）

51. 40% 市民アンケート 調査
-
（ 令和３年度： 44. 40％）

※ 市民アンケー
ト 調査実施時
期： 総合計画策
定時期に併せて5
年ごとの実施
《 次回実施： 令
和8年度》

⑧
「 他都市への乗り
継ぎ」 などの市民
満足度

62. 1％
（ 平成28年度）

67. 10%
施策㉓　 苫小牧駅から新千歳空港へのアクセス確保
施策㉔　 苫小牧駅からフェリーターミ ナルへのアクセス確保
施策㉕　 苫小牧駅から観光施設へのアクセス確保

市民アンケート 調査
-
（ 令和３年度： 65. 30％）

・ 市民アンケー
ト 調査実施時
期： 総合計画策
定に向けて5年毎
の実施【 次回令
和8年度】

⑨

公共交通利用促進
イベント 開催回数
※ ① ⑥目標 、 と内
容重複

3回
（ 令和元年度）

6回
利用促進イベント 開
催回数

６ 回

【 令和５年度（ 参考） 】
６ 回

【 事業評価】
・ 北海道鉄道フェスティ バルブース出展協力（ R6. 9. 21）
・ JRひとめぐり号イベント への協力（ R6. 10. 14）
・ JR日高線モニター事業の実施(R6. 12-R7. 1)
・ カムイサウルス復興ト レイン企画(R7. 1-2)
・ バスの乗り方教室の開催（ 2回）

※　 　 たるまえサンフェスティ バル、 南包括支援センター

【 次年度に向けた取組】
・ JR日高線、 室蘭線モニター事業の実施
・ 北海道鉄道フェスティ バルブース出展協力
・ JRひとめぐり号イベント への協力
・ バスの乗り方教室の開催（ 継続）
・ バスシンポジウムへの協力

⑩
路線バスの利用頻
度（ 月1回以上の割
合回数）

22. 0％
（ 令和元年度）

27. 00% 市民アンケート 調査 -

※ 市民アンケー
ト 調査実施時
期： 地域公共交
通計画更新時に
調査を実施《 次
回実施： 令和7年
度》

⑲施策 　 公共交通利用講習
⑳施策 　 路線図・ 時刻表の更新・ 発行

施策㉑　 バスロケーショ ンシステムの導入・ 利用促進
施策㉒　 運行表示ディ スプレイの設置

施策㉖　 苫小牧市公共交通協議会の開催
施策㉗　 モビリティ マネジメント の推進

⑬ ⑱【 目標３】 繋ぎ目のない交通の実現（ シームレス化） 　 （ 施策 ～ ）

⑲【 目標４】 わかりやすく 、 安心・ 便利な交通サービスの提供　 (施策 ～㉒）

【 目標５】 広域移動利便・ 観光振興への貢献　 （ 施策㉓～㉕）

【 目標６】 関係者の協力に基づく 計画的な実施　 （ 施策㉖～㉗）
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令和７ 年度事業計画（ 案）

（ １）「 苫小牧市地域公共交通計画」 に係る施策推進及び評価 

・ 計画に位置付けた施策の推進 

・ 計画の事業評価を実施（ 毎年度実施）  

・ 公共交通計画改訂（ ５ 月にプロポーザル公告予定）  

（ ２） 公共交通利用促進事業 

・ バス待合所等施設修繕及び整備事業 

⇔・ 道南バス㈱ 高等学校、 小学校、 幼稚園、 包括支援センター等との連携事業 

（ 車両のラッピング、 乗り方教室等）  

・ 利用促進ポスターの作成 

・ バスマップの作成・ 修正 

（ ３） その他事業  

  ・ ナイとまバス実証運行事業 

・ 勇払AIオンデマンド乗合タクシー実証運行（ ５月にプロポーザル公告予定）  

（ ４）「 苫小牧市公共交通協議会」 開催予定 

第１回 令和７年５月（ 今回）  

・ 令和６年事業報告 

   ・ 令和６年決算報告 

 ・ 令和６ 年監査報告 

 ・ 令和７ 年度事業計画案について 

 ・ 令和７ 年度予算案について 

※  第２回 令和７年６ 月（ 予定） 書面開催 

・ 樽前予約運行型バス（ 樽前ハッピー号） 計画申請（ 案） について 

●  第 回 令和８年１ 月（ 予定）  

   ・ 地域公共交通確保維持改善事業（ 地域内フィ ーダー系統） の事業評価（ 案）

について（ 樽前予約運行型バス運行についての自己評価）  

（ ５） 苫小牧市地域公共交通計画改訂に係る「 計画検討分科会」 適宜開催予定 

 ※ 分科会、 協議会については、 必要に応じて追加開催することがある。  

※ 検討、 協議内容により、 スケジュールに変更が生じることがある。  

議案第２ 号
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議案第３ 号

P11



令和６年度自動運転バス実証運行

令和７年５月1日

総合政策部まちづくり推進課

交通政策担当

Autonomous Driving in Hokkaido Tomakomai

その他（ １ ）
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１ 目的

市内バス路線の将来像を見据え、「需要の偏り（スポット）」又は

2

「南北移動不便地域」に対して足を確保する手段として実証

課題種別 対応手段

東西基幹 市内路線バス

需要の偏り（スポット）／
南北移動不便地域

（デマンド）タクシー＋自動運転バス

全国で初となる※（ ）、冬季での

長期実証を行い、降雪、冬道の圧雪

や凍結路面でも運行可能か検証

（※） 降雪時においても、運休せずに運行
を行い、データをとった実証運行は全国で初
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①２ 実証内容

実証スケジュール

3

5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月１月 ２月

補助金
関連

ミライ
フェスト

冬季
実証運行

国交省へ
補助金

申請書提出

国交省から
採択

結果通知

3,500万円採択
（補助率45.98%）

国交省へ月度報告
最終報告書作成準備

国交省から
事業内容ヒアリング

国交省へ
最終報告書提出

港管理組合及び
運送事業者と協議

北海道警察と協議

9/7,9/8
ミライフェスト
レベル４運行

ルート沿線事業者
及び

道路管理者と協議

北海道警察と協議

12/4
冬季実証運行
報道機関試乗

12/5~2/16
(木・金・土・日)
冬季実証運行

路車協調システム
設置準備
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②２ 実証内容

ルート及び概要

2

TOMAKOMAI MIRAI FEST 冬季実証運行

ルート

・封鎖した臨港道路（公道）による、自動
運転レベル４での実証運行

・全国で初となる、冬道の圧雪や凍結路面で
の３か月という長期間での冬季実証運行
・交差点における通行車両の情報を共有し安
全性確保のための路車協調システムの導入

運行期日 9/7,9/8 12/5～2/16 木・金・土・日（無運休）

利用者人数 429人 1,117人

キラキラ公園に隣接する臨港道路
（片道約200メートル）

⇔苫小牧駅 ぷらっとみなと市場
（片道約2.3キロメートル）

4
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①３ アンケート結果

5

利用者属性

・ 利用者に対して、降車時にアンケートを実施

回答方法 紙媒体又はQRコード

回答者数 212人（乗車数比18.98%）

(1) 住んでいる地域 (2) 年齢

市内約５割（ルート周辺26%） どの年代も満遍なく乗車

市内《ルート周辺》は日常
生活の移動の足として利用
している可能性が高い

CHECK!!
幅広い年代に体験していた
だいたことで、受け入れて
もらうことができた

CHECK!!
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②３ アンケート結果

6

利用者属性

(3) 利用目的

日常生活24%、観光10%

公共交通機能

(1) 希望利用回数 (2) 許容運賃多くはない
200円約４割
100円以下27%

日常生活の移動の足として
利用されている者が多い

CHECK!!

公共交通という観点では、
一定の利用者数の見込みが
なければならない

CHECK!!
市内路線バスの初乗運賃で良
いという意見もあるが、低廉
な運賃を求める声も多い

CHECK!!
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③３ アンケート結果

7

公共交通機能

(3) 乗車中危険を感じたか

感じなかったは約８割

社会受容性

(1) 自動運転技術に対する信頼 (2) 再度利用希望者高い ほぼ100%

急ブレーキ等により危険を
感じる者も一定数いた

CHECK!!

今後の技術革新も含めて自
動運転技術への期待は高い

CHECK!!
自動運転に対する社会受容
性は一定程度醸成された

CHECK!!
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４ 残雪・生活排雪対応マップ

8

Ａ

B

C

D

a
b

c

１ 往路

A 除雪の残雪

B 生活排雪

C 生活排雪

D
生活排雪
による雪山

２ 復路

a
除雪の残雪

（中央分離帯）

b 生活排雪

c 生活排雪

残雪・生活排雪によりセンサーが反応してしまうため対応が必要な箇所
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５ 利用者・オペレーター等の声・市担当者所感

利用者

遠隔監視者・オペレーター

・ 今後も継続してほしい。
・ 運行のコースが便利で良かった。

・ 運転手不足解消の手段として実装化を期待

◎無人運転（レベル４）での運行に期待

◎ブレーキのタイミングが予測できず揺れが
大きい。

・ オペレーター有資格者も増え、自動運転の
運行体制は整いつつある。

◎降雪について、センサーが障害物と判断し
てしまい、自動運転での運行が難しい。

◎センサー感知範囲を、オペレーター裁量で変
えることができるようなシステムとなってほしい。

9

降雪・生活排雪に対して、認識・自動回避等
センサー技術及び車両改善が必要不可欠

◎冬季期間でのレベル４実現には、路車協調シス
テムのほか、信号協調その他多くの交通インフラ
の導入が必要となり多額のコストがかかる。

市担当者

今回の冬季実証運行の運行ログ等の解析
により、自動運行技術向上を期待!!
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南北移動不便地域

東西基幹

スポット対応
導入
可能性

６ 今後の自動運転の展開

青葉糸井 苫小牧錦岡

勇払

植苗

沼ノ端

樽
前

う
ぐ
い
す

団
地

は
ま
な
す

団
地

宮
の
森

団
地

日新

桜
坂 有

珠
の
沢

ぷらっと
みなと市場

交通結節点

苫小牧
市民文化
ホール

再整備
区域

10

ウォーカブルなまちづくりのための
移動手段としては一定の効果あり 

北海道の降雪、冬道の圧雪や凍結路面での
レベル４は、車両スペック、インフラともに
さらなる整備・改善必要!!
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北海道公式 移住支援金対象求人就業マッチングサイト

1. サイト の概要 

東京 23 区に在住または通勤をしている方が、 東京圏外へ移住し起業や就業等を行う場合に、 都道府

県・ 市町村が共同で交付金を支給する事業について、交付金支給対象事業所の求人情報を掲載するもの。  

2 . 登録状況 

（ １） エリア別登録状況 

  ・ 苫小牧市： 31 件（ うち運送事業者3 件）  

  ・ 室蘭市： 26 件（ うち運送事業者1 件）  

（ ２） 関係事業者の登録状況 

  ・ 道南バス（ 株）： 室蘭本社、 錦西営業所、 苫小牧営業所の計３件 

３ . 登録方法 

（ １） 北海道庁の専用ページにアクセス。  

URL https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/jzi/ui-turn/matching.html 

（ ２） 法人登録マニュアル【 第16 版】（ R7 .4 .1） の2～３頁目で対象法人と 

しての該当有無を確認。  

（ ３） 対象法人であることが確認でき次第、 ４ 頁目以降の記載を確認し、 登録 

申請書を作成。 

（ ４） 完成した登録申請書を、 北海道庁の所管部署にメールで送信。  

（ ５） 道庁担当者の審査（ １～２週間） 完了後、１週間ほどで「 北海道移住就業支援マッチングシステム

運営事務局」 より求人広告の作成方法等についてメール連絡あり。  

同マッチングサイト への掲載開始！ 

その他（ ２ ）
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